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となる｡ここでスケーリング則より得られる以下の性質､最短周期Tnh…1.41E-,･1上 準位密度
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図7 モード揺動分布 (三次元)
§5.結論･議論
モード揺動分布は可積分系では､予想された通り特徴的な歪度をもった分布となり､カオス系
ではガウス分布となる｡スタジアムビリヤードの場合､バウンシングボール軌道族の寄与が問題だ
が､その寄与を除くのは半古典近似によって簡単にでき､本来の孤立不安定軌道のみの寄与とする
とガウス分布となることが確認できる｡
非線型振動子の場合には､モー ド揺動分布は可積分系に′J､さな結合項を入れわずかに可積分か
ら外れると､その形は大きく変形し様々な形となる｡そして､古典的には位相空間の半ばがカオス
領域となると､すでにモード揺動分布はほぼガウス分布となる｡
このように､可積分からカオスまで連続的に変化させることのできる場合で調べると､準位間
隔分布の方がモード揺動分布より古典的な可積分性･カオス性及びその中間的な状態をよく反映し
ている (【16】､また【23】も参照)｡また､二次元と三次元の非線型調和振動子の結果を比較すると
位相空間内でのアーノル ド拡散の有無までも､プロデイ変数によく反映しているのがわかる｡
しかし､ここで以下のような点が問題点として残っているのがわかるであろう｡スタジアムで
は､たった一つのバウンシングボール軌道族のみでモード揺動分布は可積分系のような形状になる｡
ところが､非線型振動子では､少しでも可積分から外れるとすぐに形状が変化し､lastKAM が壊
れる頃にはもうガウス分布的になってしまう｡位相空間にはまだ可積分性の島がたくさん残ってお
り､それらがスタジアムの場合におけるバウンシングボール軌道族のような働きをしてもいいはず
だが､そうはなっていない｡半古典近似で歪度等を評価するような方法はこの点を説明するのは難
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しいと思われる｡例えば､孤立不安定軌道のみの寄与は当然ガウス分布となっていると考えられる｡
しかしそうだとすると､可積分性の島々の寄与がやはり特に歪度を生じないことになってしまう｡
また､組織的に孤立不安定軌道のみの寄与のみにする方法も今のところない｡これらの点が解明さ
れなければモー ド揺動分布の "カオスの印"としての是非を問うことはできないままとなるので､
さらなる理論的 ･数値的研究が望まれるところである｡
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